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毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

■主な新規事業  （単位：万円）

予算額内　容事　業

７５,６１３

４月１日から後期高齢者医療制度が施行されることに伴い、
後期高齢者医療特別会計を設置します。対象は、原則として
７５歳以上の方で約５,０００人を見込みます。運営は東京都後期高
齢者医療広域連合で行い、市では保険料徴収事務及び窓口対
応事務を担当します。

後期高齢者医療制度

６９
農業体験農園は、生産者が入園者に直接農業指導を行い、指
導料や収穫物などに相当する額を入園者が生産者に支払う、
新たな農業形態です。この開設にかかる費用を補助します。

体験農園開設に伴う補
助事業

１４
新生児期から授乳終了期の母子に対して、母乳育児の支援と
して専門的な保健指導を継続して行います。母乳育児の推進事業

１,３５５
就労支援員と生活支援員を配置し、障害者の就労を促進する
ことにより障害者が自立した生活を送れるよう支援します。

障害者就労支援センタ
ー事業委託

１,０６１

障害者自立支援法の円滑な施行を目的として実施される臨時
特例交付金事業に基づき、オストメイト対応トイレの整備を
行います。整備個所は福祉センター、保健センター、市立病
院、文化センター、総合体育館など体育施設他１４施設です。

オストメイト対応トイ
レ設備の緊急整備

２５
在宅のひとり暮らし高齢者に対し、日常生活上不可欠な「生
活支援品」を給付することにより、見守り・安否確認など及
び生活上の負担軽減を行います。

ひとり暮らし高齢者生
活支援品給付

１４６

高齢者の介護支援ボランティア活動実績を評価したうえで、評価
ポイントを付与し、当該高齢者の申し出により、評価ポイントを
換金した介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金を交付す
る地域支援事業を実施します。社会福祉協議会へ委託します。

介護支援ボランティア
事業

５７７
携帯電話・ＩＰ電話からの１１９番通報において、通報者の発信
位置に関する情報が通知されるシステムを導入します。

携帯電話・ＩＰ電話発信
地表示システムの導入

１１０体育協会創立４０周年記念式典を総合体育館で実施します。
体育協会創立４０周年記
念事業補助金

２,２００
（仮称）健康プラザ建設予定地が病院東側駐車場用地となるこ
とから、病院駐車場が不足するため、新たに病院並びに（仮
称）健康プラザ両施設の新駐車場として計画します。

新駐車場ＰＦＩアドバ
イザリー業務委託（市
立病院）

　２０年度当初予算が、２月２８日から開かれた市議会第１回定例会で可
決成立しました。予算総額は、全会計で４９１億１，９２６万円で、前年度に
比べ０．１％の増となりました（下表参照）。市の予算の中心となる一般
会計の予算規模は、２６３億８００万円と、前年度に比べ５．５％の増となり
ました。第三次長期総合計画に基づいた事業を中心に実施するための
財源を確保し、市の将来都市像である「緑につつまれ友愛に満ちた市
民のまち稲城」を実現するための、「心と心のふれあいを大切にした
自立と共生のまちづくり」を基本理念に、施策を推進していきます。
さらに、第三次行政改革による事務事業の見直しと行政基盤の確立、
時代に即した施策展開を行い、健全財政を目指して編成しています。
２０年度は、①都市基盤整備　②福祉・医療・教育の充実　③市民との
ふれあいと協働　④安全と活力あるまちづくりの４点を重点に取り組
む予算としています。

▽問い合わせ　財政課財政係

■主な見直し事業 （単位：万円）

影響額内　容事　業

△３０執行実績から１７０万円を１４０万円に減額します。市交際費の見直し

１４,２４２
増大する医療費の支払いに必要な保険税と、新たに創設され
た後期高齢者支援金分を確保するため、医療費に対する賦課
率と応能率・応益率の改善を踏まえて改正します。

国民健康保険税の改正

△６８
農業委員定数見直しに関する建議及び検討結果報告に基づき、
７月２０日の一般選挙から定数を１７人から１３人に改めます。

農業委員会委員の定数
見直し

△３１８
住民基本台帳上の同居世帯の中で世帯分離でひとり暮らし高
齢者が増加しており、本来の事業目的が薄れているため、他
区市町村の実施状況も考慮して、事業を廃止します。

ひとり暮らし高齢者見
舞品支給事業

△４４７
日本人の平均寿命が延びていること、元気高齢者が多く自立
している状況でもあることから、記念品の配布対象者を８８歳、
１００歳、最高齢の方に変更します。

敬老記念品・高齢者表
彰記念品支給の見直し

△６５
維持管理の効率化及びコスト縮減を図り、他の公園と同様に
公園指定管理者による管理委託化を行います。

借地公園（ちびっこ広
場）の管理の見直し

△１０執行実績から８０万円を７０万円に減額します。議会交際費の見直し

△３,４９７

１７年度から、入院患者の朝食及び昼食までの献立・調理を全
面委託化を前提に、常勤職員を減じながら一部委託で実施し
ていたものを、２０年度から経費節減と、より給食業務の安定
から献立・調理・材料調達・発注などを全面委託化します。

患者給食業務委託（市
立病院）

■主なレベルアップ事業  （単位：万円）

予算額内　容事　業

３６６
２０年度から、補助率１／２を２／３に変更し、防薬シャッタ
ーの設置促進を図ります。

防薬対策事業補助金の
充実

３８
梨ワインは１９年度に約１,０００本製造しましたが、２０年度は消費
者のニーズに対応できるよう製造本数を２,０００本に増やします。

地域ブランド創出事業
（梨ワイン）

１１２
母子家庭の母の就業支援事業の一環として就業目的の講座を
受講した場合や、資格取得のために２年以上養成機関で修業
する場合に給付金を支給します。

母子家庭自立支援給付
金事業

２,２９８
妊婦健診の公費負担を２回から５回とすることで、子育て世
帯への費用負担の軽減とともに、より安全な出産へと導くこ
とから積極的な妊婦健康診査の受診を図ります。

妊婦健診公費負担回数
の増

２３
小学校・市民プールにあるＡＥＤに小児用パットを配備しま
す。

ＡＥＤ（自動体外式除細
動器）小児用パット整備

６,０９３
就園奨励費補助金について、①国の補助基準単価の改正に伴
う増額をします。②第２子以降の優遇措置の拡大に伴う増額
をします。

私立幼稚園就園奨励費
補助金の充実

１,５７８
指導室に教育相談全般の調整・連携機能を担う者（コーディ
ネーター）を配置します。

教育相談員（コーディ
ネーター）の配置

５０９
小学校における英語活動及び中学校の英語教育の充実のため
に、２大学に委託します。小学校は恵泉女学園、中学校は駒
沢女子を予定します。

英語活動推進委託（中
学校への拡大）

１９８
児童館の未設置地区などでの位置づけとして、長峰・若葉台
小学校で実施します。

放課後子ども教室支援
事業

２
４月から７市（八王子・府中・調布・町田・日野・多摩・稲
城）図書館相互利用がスタートします。

京王線沿線七市図書館
連携事業
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市税�
１３８億９,４４２万円�

５２.８％�

国庫支出金�
２１億８０万円�
８.０％�

その他�
１７億８,９１３万円�

６.８％�
都支出金�

３８億６,３８３万円�
１４.７％�

繰入金�
１４億１,０５４万円�

５.４％�

市債�
１２億５,７４０万円�

４.８％�

地方消費税交付金�
７億１,５３５万円�
２.７％�

分担金及び負担金�
５億８,０１３万円�
２.２％�

地方交付税�
２億１,２００万円�
０.８％�

使用料及び手数料�
４億８,４４０万円�
１.８％�

民生費�
８７億７,５２２万円�
３３.３％�

土木費�
３７億９,１９５万円�
１４.４％�

その他�
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１６.８％�

衛生費�
２６億４,３０１万円�
１０.０％�

総務費�
３３億８４１万円�
１２.６％�

公債費�
２０億２,８１４万円�

７.７％�

消防費�
８億６,２４４万円�
３.３％�

グラフ１　一般会計の歳入当初予算額　２６３億８００万円�

グラフ２　一般会計の歳出当初予算額　２６３億８００万円�
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議 会 費�
労 働 費�
農 林 費�
商 工 費�

　予 備 費　�
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□□
□□
□□
□□
�

□□
□□
□�

□□
□□
□□
□□
□□
□□
�

□□
□□
□□
□□
□�

□□
□□
□□
□□
□�

□□
□□
□□
�

□□
□□
□□
□□
�

□□
□□
□□
□□
�

□□
□□
□�

□□
□□
□□
□□
□□
□□
�

□□
□□
□□
□□
□�

□□
□□
□□
□□
□�

□□
□□
□□
�

□□
□□
□□
□□
�

民生費　１０８,７１９円�

教育費　５４,６６９円�

※人口は２０年１月１日現在（８０,７１５人）です。

市市民民一一人人当当たたりりのの一一般般会会計計歳歳出出予予算算額額（（３３２２５５，，９９３３７７円円））

20年度予算の概要20年度予算の概要

２０年度会計別予算

増減率増減額
（ａ－ｂ）

１９年度予算額
（ｂ）

２０年度予算額
（ａ）区　分

５.５％１３億７,８００万円２４９億３,０００万円２６３億０,８００万円一 般 会 計
５.２％３億３,９７１万円６５億９,１７４万円６９億３,１４５万円国民健康保険事業特別会計
６.８％１億６,１６５万円２３億８,４８７万円２５億４,６５２万円土地区画整理事業特別会計
１４.５％２億５,１５７万円１７億３,９１１万円１９億９,０６８万円下 水 道 事 業 特 別 会 計
△８９.９％△３０億５,４０１万円３３億９,５２４万円３億４,１２３万円老 人 保 健 特 別 会 計
８.３％２億１,８５６万円２６億２,８７６万円２８億４,７３２万円介 護 保 険 特 別 会 計
皆増７億５,６１３万円－－－－－７億５,６１３万円後期高齢者医療特別会計
０.０％７１万円６７億９,９３２万円６８億０,００３万円病 院 事 業 会 計

△０.４％△２５０万円６億０,０４０万円５億９,７９０万円受託水道事業特別会計
０.１％４,９８２万円４９０億６,９４４万円４９１億１,９２６万円合　　　計



２０・４・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（２）

注）これらの課題別施策は、長期総合計画の項目に基づ
き抜粋表記したものです。よって、項目毎の内容・金
額などが重複している場合があるとともに、全項目の
合計は総予算額とは異なります。

4
の柱

2
の柱

1
の柱

3
の柱

【誰もが心豊かに暮らせるまちに】 ��� ７２０万円
○心豊かな暮らし（市民憲章運動推進事業、人権
啓発事業）

○平和に暮らせるまち（平和都市宣言関係事業）
○男女平等意識の醸成、男女共同参画への取り組
み（女性・青少年関係事業、女性の悩み相談事
業、女性問題を考えるフォーラム事業）

○国際交流の推進〔国際交流事業委託、日本語ボ
ランティア養成（初中級）講座、ユージン市教育
交流事業交付金〕

○大空町との交流（契約旅館利用助成金、大空町
児童との交流、芸術文化交流事業など）

【市民と協働のまちに】 ������� ７，４１２万円
○地域活動の支援（地区会館・集会所指定管理料、
自治会連合会事業補助金など）

○ Ｉ のまちいなぎ市民祭　ふれあいまつり部門補
あい

助金
○コミュニティづくりの推進（地域振興プラザ関
係事業）

○積極的な行政情報の提供〔ホームページ（パソ
コン・携帯電話）運営経費など〕

○広報広聴活動の充実（広報の発行、市長への手
紙など）

○審議会や各種委員会などへの市民参加
【健全な行財政運営】 ������ １１億２，３９２万円
○計画的な行政運営〔企画事務、行政管理、アド
ボカシー室運営事業、電算管理運営、職員管理
費、（仮称）第四次長期総合計画策定事業など〕
○計画的な財政運営（各種基金の積立、市税の賦
課徴収など）

○広域的な行政展開（一部事務組合負担金など）
○行政サービスの向上（窓口サービスの充実、住
民基本台帳ネットワークシステム、戸籍電算シ
ステムなど）

【健康づくりと医療の充実したまちに】  ７億４，２１１万円
○健康づくりの環境整備（健康づくり推進事業、
がん検診など）
○生涯にわたる健康づくり〔妊婦健診、乳幼児健
診、予防接種（個別・集団）など〕
○地域医療体制の充実（保健・医療・福祉の連携
強化、包括的な医療体制の確立）
○市立病院の充実（超音波診断装置などの入れ替
え、新駐車場建設に伴う事前周辺整備など）
○救急医療体制の充実（救急情報の的確な把握と
提供、休日急病診療事業など）

【社会福祉の充実したまちに】 �� ６０億７，９８５万円
○福祉の環境整備（民生委員・保護司関係費など）
○地域福祉推進基盤の整備〔保健福祉推進委員会
設置、社会福祉協議会運営費補助事業、福祉セ
ンター事業（指定管理料など）、災害見舞金など〕

○自立と社会参加の促進（老人福祉館運営費、稲
城老人会館運営費補助金）
○在宅サービスの充実とサービス基盤の整備（老人福祉関
係事務事業、老人福祉施設整備・措置関係費、老人福祉
週間事業、老人医療関係事業、在宅高齢者支援事業など）
○安心できる生活基盤の確保（高齢者住宅改修費
助成、住宅改修費アドバイザー派遣事業など）
○生きがいに満ちた生活の実現（権利擁護センタ
ー事業、はつらつワーク稲城運営費補助事業、
シルバー人材センター運営費補助事業など）
○障害者（児）の生活支援（心身障害者福祉関係事務事
業、心身障害者福祉手当等関係事業、心身障害者団
体等市補助事業、在宅心身障害者ヘルプ事業など）
○障害者（児）の社会参加と自立の支援〔在宅心身
障害者ヘルプ事業（外出支援）、地域生活支援事
業（外出支援）、障害者相談支援等事業委託など〕
○保育事業の充実（第一～第五保育所運営、第六
保育所指定管理料、私立保育所運営委託、認証
保育所運営等補助、病後児保育運営委託など）
○子育て支援サービスの充実（児童手当、乳幼児
医療費助成、ファミリー・サポート・センター運
営事業、子ども家庭支援センター運営事業など）
○子どもの健全育成事業の充実（児童館運営事業、
学童クラブ運営・整備事業など）
○ひとり親家庭の支援（ひとり親家庭ホームヘルプ
サービス事業、ひとり親家庭等医療費助成など）
○低所得者福祉の充実（生活保護事業、生活保護
就労支援員の配置など）

【社会保険制度の充実したまちに】 � １５億７，８８５万円
○国民健康保険事業特別会計繰出金
○後期高齢者医療特別会計繰出金
○介護保険特別会計繰出金など

【誰もがいきいきと学び続けられるまちに】 � ２２０万円
○生涯学習推進事業の充実（宅配便講座、子ども
１００ポイントラリー、ＩＣカレッジの運営）
○生涯学習の機会の充実（学校開放事業）
【子どもたちの生きる力と心を育てるまちに】
 ��������������� ２７億８，３５３万円
○幼児教育に対する援助（私立幼稚園就園奨励費
補助、保護者負担軽減補助など）
○教育内容の充実（教育指導に関する経費、教育
相談関係費など）
○教員研修と教育資料の充実（教育研究・研修、
教育指導行事に関する経費など）
○学校施設・設備の充実（三小体育館大規模改修、
小・中学校管理運営など）
○学校給食の充実〔学校給食共同調理場管理運営、
調理運営（調味料補助など）〕
○学校施設の買い取り（ニュータウン内小・中学
校などの買い取り事業）
○障害児教育の充実（特別支援学級等補助員賃金・
介助員報酬）
○青少年育成環境の整備（青少年委員関係費、青
少年育成地区委員会関係費、稲城ふれあいの森
運営）
○青少年の社会参加の促進（青少年指導者養成事業）
【学習やスポーツを通じたふれあいのあるまちに】
 ��������������� ４億４，７４５万円
○生涯学習の拠点としての社会教育基盤の整備充
実（新文化センター建設計画など）
○公民館事業等の充実（社会教育活動振興、公民
館主催事業、視聴覚教育事業など）
○図書館サービス事業の充実（中央図書館等運営、
城山体験学習館管理運営、赤ちゃんへの絵本支
援事業など）
○スポーツ・レクリエーション活動の振興（スポ
ーツ教室、体力づくり運動推進、市民体育大会
運営、市民プール運営、市立公園内運動施設管
理運営など）
○公共施設の弾力的運営（体育館個人開放など）
【歴史と文化を大切にするまち】 ��� １，２８７万円
○文化・芸術活動の推進と支援（文化祭・芸術祭
部門補助金、サロンコンサート補助金など）
○文化財保護思想の普及（文化財講座、郷土資料
室の展示公開など）
○文化財資料の収集と調査（文化財調査報告書等
作成など）

【安全なまちに】 �������� ２億６，４４８万円
○防災対策の推進（災害対策備蓄資機材の充実、
コミュニティ防災センター管理業務、地域防災
訓練の実施、自主防災組織育成事業など）

○交通安全対策の推進（交通安全意識の普及・啓
発、放置自転車対策の推進、街路灯・防犯灯整
備管理など）

○防犯対策の推進（のぼり旗・チラシ作成、学校
セーフティ指導員報酬など）

○消防・救急体制の充実（消防施設・設備の充実、
消防団関係経費、救急救命士処置拡大、挿管・
薬剤研修負担金など）

【共生のまちに】 �������� １５億７，９１７万円
○環境との共生（違反広告物撤去協力員制度の実
施、地球温暖化対策の推進、まちをきれいにす
る市民条例の実践活動、清掃思想普及及び 塵  芥 

じん かい

処理など）
○循環型社会づくり（分別収集の普及・啓発、廃
棄物の減量化と処理体制の充実、エコセメント
事業など）

○公害の抑制（公害測定、河川水質調査、公害パ
トロールなど）

【快適なまちに】 �������� １１億８，９６３万円
○住宅・住環境の向上（高齢者住宅改修費助成・
住宅改修費アドバイザー派遣事業など）

○上水道の安全で安定した供給
○下水道事業特別会計繰出金
○下水道整備区域の拡大（第三期公共下水道事業、
流域下水道事業）

○下水道の適切な維持管理

市民とともに進める
心豊かなまちづくり

１２億５２４万円

環境にやさしく
安全で快適なまちづくり

３０億３,３２８万円

健康で安心して暮らせる
おもいやりのあるまちづくり

８４億８１万円

共に学び
ふれあいのあるまちづくり

３２億４,６０５万円

第三次�
長期総合計画�
第三次�
長期総合計画�

２０年度予算�２０年度予算�

つの柱�つの柱�つの柱�６�６�６�

5
の柱

水と緑につつまれた
やすらぎのあるまちづくり

２７億９,３１０万円

【安心して暮らせるまちに】 ��� ２４億７，６０２万円
○計画的な土地利用の推進（都市計画基礎調査委託など）
○土地利用の適切な運用（生産緑地地区都市計画
変更図書策定委託）
○市街地の整備（榎戸、矢野口駅周辺、稲城長沼
駅周辺、南多摩駅周辺、南山東部、上平尾など
の土地区画整理事業）
○体系的な道路網の整備（道路改修整備、道路維
持補修など）
○鉄道交通の充実（南武線連続立体交差事業）
○バス交通の充実（�バスの運行）
○河川・水路の整備と保全（排水門管理・雨水排
水ポンプ場管理・公水路等 浚  渫 など）

しゅん せつ

【うるおいとゆとりのあるまちに】  ３億１，７０８万円
○公園の整備（上谷戸緑地体験学習館等指定管理
料、公園トイレにオストメイト対応設備など）
○緑地の整備、創出（自然環境保全緑化推進事業など）
○みちを楽しむまちづくり（三沢川側道照明設置工事）

6
の柱

【身近で生活にとけこむ産業の振興】 � １億２８万円
○都市における農業の支援（振興施策の確立、都
市農業の推進・育成・共存、環境保全型の農業
推進など）
○市民に親しまれる農業の推進（市民と歩む活力
ある農業推進協議会、ファミリー農園整備委託、
市民交流事業補助金、農産物品評会経費など）
○都市における近代的な工業・建設業の育成（小
口事業資金融資あっせん事業、信用保証料補助
金など）
○活気にあふれた商業地（商店街振興経費）
○市民に親しまれる商業の育成〔商工会経費（補
助金）、 Ｉ のまちいなぎ市民祭　産業まつり部

あい

門補助金、公衆浴場助成事業〕
○活力ある産業の育成（中小企業勤労者福祉サー
ビスセンター事業、就労支援事業、はつらつワ
ーク稲城運営費補助事業）
○観光資源の創出〔観光事業の推進、ゴルフイベ
ント優勝者副賞（梨など）、地域ブランド創出事
業補助金、姉妹都市観光発信補助金など〕

【豊かな地域生活のために】 ������ ９８３万円
○自立した消費生活推進（消費者団体などへの支
援、消費者意識の高揚）
○消費生活の向上（生活資金融資あっせん事業、
消費者ルーム運営事業など）

【高度情報化社会に対応したまちに】 � １，３２２万円
○情報を伝える手段の拡充〔ホームページ（パソ
コン・携帯電話）運営経費「稲城市のお知らせ」
作成・放送委託〕

市民生活の活力を支える
にぎわいのあるまちづくり

１億２,３３３万円

あい



（３）　代表電話は３７８－２１１１ ２０・４・１５

地域振興プラザ会議室

使用可能人数
（机使用時・目安）

使用料
（１時間）

種類

３０人７５０円会議室（大）

２４人４５０円会議室（中）

１８人３００円会議室（小）

※使用者のうち市民の方が半数に満た
ない場合は使用料が２倍になります。

　

２
０
０
８
年
か
ら
公
式
戦
と

な
っ
た
、
ゴ
ル
フ
の
ワ
ー
ル
ド

レ
デ
ィ
ス
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ　

サ
ロ
ン
パ
ス
カ
ッ
プ
が
５

月
８
日（
木
）〜　

日（
日
）ま
で

１１

東
京
よ
み
う
り
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ギ
ャ

ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
１
つ
と
し

て
「
Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ
（
日
本
女
子
プ

ロ
ゴ
ル
フ
協
会
）
ジ
ュ
ニ
ア
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象　

小
学
生

▽
期
日　

５
月　

日（
土
）

１０

▽
時
間　
　

時　

分
〜（
予
定
）

１０

３０

　

東
京
稲
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
協
力
を
得
て
、
第　

回
日

１８

米
親
善
稲
城
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日　

５
月　

日（
金
）

３０

▽
時
間　

午
前
６
時
〜
１
時　
３０

分（
予
定
）

▽
会
場　

多
摩
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
（
多
摩
サ
ー
ビ
ス
補
助

施
設
内
）

※
当
日
来
場
の
際
は
、
運
転
免

許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
公

的
機
関
発
行
の
写
真
付
き
証
明

書
の
提
示
が
必
要
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方※
日
米
親
善
が
目
的
で
す
の
で
、

外
国
籍
の
方
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

１００

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
役
員
が
抽
選

し
ま
す
。

▽
組
み
合
わ
せ　

当
日
発
表

▽
競
技
方
法　
　

ホ
ー
ル
、
ス

１８

ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
（
新
ペ
リ
ア

方
式
）

※
ソ
フ
ト
ス
パ
イ
ク
シ
ュ
ー
ズ

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
女
性
は
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ィ
を

使
用
し
ま
す
。

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
（
２

ホ
ー
ル
）
が
あ
り
ま
す
。

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
は
、
稲
城

市
社
会
福
祉
協
議
会
や
国
際
的

な
失
明
予
防
の
た
め
に
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
財
団
に
寄
付

し
ま
す
。

▽
賞　

総
合
１
位
〜
３
位
、
女

性
１
位
、
ニ
ア
ピ
ン
、
ベ
ス
ト

グ
ロ
ス（
予
定
）

▽
費
用（
予
定
）　

１
万
３
千
円

　

耐
震
診
断
と
は
、
大
地
震
に

対
し
て
住
宅
が
必
要
な
耐
震
性

能
を
有
し
て
い
る
か
を
判
断
す

る
調
査
で
す
。

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。　

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
木
造
住
宅　

①
市
内
に
あ

る
木
造
（
在
来
軸
組
工
法
に
限

る
）　

②
昭
和　

年
５
月　

日

５６

３１

以
前
の
建
築
確
認
で
建
築
し
、

所
有
者
が
個
人
で
現
に
居
住
し

て
い
る
木
造
住
宅　

▽
助
成
費
用　

上
限
２
万
５
千

円
（
診
断
費
用
の
２
分
の
１
以

内
）

※
予
算
の
範
囲
内
で
行
い
ま
す

の
で
希
望
す
る
方
は
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
耐
震
診
断
内
容　

○
一
般
診

断
＝
耐
震
補
強
が
必
要
か
判
断

す
る
診
断　

○
精
密
診
断
＝
補

強
設
計
を
念
頭
に
置
い
た
診
断

▽
耐
震
診
断
を
す
る
業
者　

東

京
都
建
築
士
事
務
所
協
会
に
所

属
す
る
市
内
の
設
計
事
務
所
や

工
務
店

※
住
宅
を
建
築
し
た
業
者
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

▽
診
断
費
用　
　

万
円
か
ら　

１５

２０

万
円（
消
費
税
を
除
く
）　

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

警
防
課
防
災
係

　

市
内
の
外
国
人
登
録
数
も
１

千
人
を
越
え
、
市
内
で
は
外
国

か
ら
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入

れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
交

流
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る

方
の
事
前
登
録
制
度
「
稲
城
市

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
バ
ン
ク
」を
作
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
登
録
し
て
、
外
国
人
と
交
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
登
録
要
件　

次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方　

①
国
際
交
流
の

趣
旨
を
理
解
し
、
活
動
に
積
極

的
に
参
加
を
希
望
す
る
方　

②

市
内
在
住
の
方　

③
代
表
者
は

　

歳
以
上
で
、
家
族
全
員
の
同

２０

意
を
得
て
い
る
方　

④
部
屋
の

提
供
な
ど
快
適
で
安
全
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
が
で
き
る
よ
う
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
訪
れ
る
方
に
対
し
誠
意
を

も
っ
て
対
応
す
る
意
思
が
あ
る

方▽
受
け
入
れ
方
法　

市
や
教
育

委
員
会
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受

け
入
れ
を
行
う
際
、
登
録
者
の

中
か
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

候
補
者
を
選
び
、連
絡
し
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
内
容
や
条

件
に
つ
い
て
は
個
別
に
異
な
り

ま
す
の
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
へ
の
打
診
が
あ
っ
た
時
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
活
動
は
無
報
酬

と
し
、
経
費
の
負
担
も
行
い
ま

せ
ん
。

▽
登
録
期
間　

登
録
日
か
ら　
２１

年
３
月　

日
ま
で

３１

▽
登
録
方
法　

稲
城
市
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
申
込
書
〔
協
働
推
進
課
（
地

域
振
興
プ
ラ
ザ
内
）
で
配
布
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

で
き
ま
す
〕
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
登
録
時
に
い
た
だ
い
た
個
人

情
報
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介
以
外
の
目

的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

▽
登
録
・
問
い
合
わ
せ　

協
働

推
進
課
協
働
推
進
係

　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
は
、
産
業

の
振
興
、
雇
用
の
促
進
、
市
民

の
交
流
、
市
民
の
自
主
的
な
社

会
貢
献
活
動
や
市
民
活
動
の
支

援
、
男
女
平
等
参
画
社
会
形
成

の
促
進
を
図
る
拠
点
と
し
て　
１７

年
４
月
に
開
館
し
、
４
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
４
階
に
は
多
目

的
に
使
用
で
き
る
会
議
室
（
有

料
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
１
階

○
稲
城
市
協
働
推
進
課

○
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
、

こ
れ
か
ら
活
動
し
よ
う
と
す
る

人
を
支
援
し
ま
す
。

○
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
＝

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た

め
の
拠
点
で
す
。

○
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
＝
施
設
内
で

の
活
動
時
に
乳
幼
児
の
一
時
保

育
の
場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
同
伴
の
市
民
を

含
む
グ
ル
ー
プ
活
動
の
場
と
し

て
も
利
用
で
き
ま
す
。

 
２
階

○
商
工
会
＝
市
内
の
産
業
（
商

工
業
）
の
振
興
、
育
成
を
図
り

ま
す
。

 
３
階

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
＝

高
齢
者
の
健
康
増
進
と
生
き
が

い
を
目
的
に
就
業
機
会
を
提
供

し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
ま

す
。

○
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）＝
中

小
企
業
の
勤
労
者
及
び
事
業
主

の
福
利
厚
生
・
福
祉
向
上
を
図

り
ま
す
。

 
４
階

○
は
つ
ら
つ
ワ
ー
ク
稲
城
＝
概

ね　

歳
以
上
の
方
の
職
業
紹
介

５５
な
ど
就
職
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

○
会
議
室（
大
・
中
・
小
）＝
会

議
、
懇
親
会
、
面
接
・
研
修
会

場
な
ど
各
種
事
業
に
使
用
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、物
品
の
販
売
、

宣
伝
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
行

為
、
大
き
な
音
や
振
動
が
出
る

行
為
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
休
館
日　

○
会
議
室
＝
毎
月

第
２
火
曜
日
と
年
末
年
始　

○

そ
の
他
の
施
設
＝
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始

※
休
館
日
で
も
営
業
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
各
団
体
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

▽
利
用
時
間　

会
議
室
＝
９
時

〜
午
後　

時
、
そ
の
他
の
施
設

１０

＝
８
時　

分
〜
５
時

３０

▽
会
議
室
の
種
類
・
使
用
料
な

ど　

左
上
表
の
と
お
り　
　

▽
問
い
合
わ
せ　

協
働
推
進
課

協
働
推
進
係

ご利用ください！ご利用ください！
地域振興プラザ地域振興プラザ

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

１２

▽
講
師　

Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ
プ
ロ
会
員

▽
応
募
方
法　

は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
学

年
、
性
別
、
ゴ
ル
フ
経
験
の
有

無
、
保
護
者
の
氏
名
を
記
入
の

う
え
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
選
し
た
方
に
は
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
事
務
局
か
ら
連
絡
が
あ
り

ま
す
。

▽
応
募
期
限　

４
月　

日
必
着

２２

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

企
画

部
政
策
室

まちきれ市民協議会会長まちきれ市民協議会会長
野坂氏に聞く野坂氏に聞く

　獣医として市で活動するなか、道端に放置された犬
のふんに心を痛めていました。そんななか、市から「犬
のふん害について獣医師会でも協力してほしい」と言
われ参加したのが、稲城市まちをきれいにする市民条
例（通称まちきれ条例）策定委員会でした。
　策定委員会には、市をきれいなまちにしたいという
思いのある多くの市民が集まっており、ポイ捨て防止、
犬・猫のふんの放置防止、はり紙・捨て看板防止の三
つの部会に分かれて、意見を出し合い、それをもとに
１２年１０月にまちきれ条例が制定され、その中で３０人の
委員によりまちきれ市民協議会が組織されました。
　まちきれ市民協議会では、年２回、各地区の自治会、
管理組合の協力のもと、地域の美化活動を実施してい
ますが、いろいろな世代の人に出会ったり、身近な環
境問題に関心のある人がたくさんいることを知ったり
と、活動していて良かったと実感します。
　最近の取り組みでは、Ｉ   のまちいなぎ市民祭やふれ

あい

んど平尾まつりで「環境戦士イナレンジャーショー」
を行い、子供たちにポイ捨て禁止をアピールしました。
　活動を続けていて、犬のふんを片付ける人が目に付
くようになり、ポイ捨てごみや違反広告物も減ったよ
うに思います。このような活動が市民の皆さんに広が
っていくと嬉しいです。

▽問い合わせ　まちきれ市民協議会庶務担当（環境課
環境保全係）

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

 

日
米
親
善

日
米
親
善
稲
城
市
民

稲
城
市
民

ゴ
ル
フ
大
会

ゴ
ル
フ
大
会

　
　

年
４
月
に
運
行
を
開
始
し

１４
た
�
バ
ス
が
６
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

既
存
の
右
回
り
・
左
回
り
循

環
路
線
、
平
尾
団
地
〜
よ
み
う

り
ラ
ン
ド
丘
の
湯
間
の
往
復
路

線
に
加
え
、
１
月
に
は
、
試
行

運
行
と
し
て
い
た
平
尾
団
地
〜

市
立
病
院
間
の
往
復
路
線
も
本

格
運
行
路
線
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
鉄
道
・
バ
ス
共
通
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
乗
車
券 
Ｐ
Ａ  
Ｓ  
Ｍ
Ｏ 
の

パ 

ス 

モ

導
入
や
市
立
病
院
バ
ス
停
の
正

面
玄
関
付
近
へ
の
移
設
に
よ
り

利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
な
ど
、

皆
さ
ん
の
�
バ
ス
と
し
て
充
実

し
て
き
て
、
年
間
約　

万
人
の

３０

方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

�
バ
ス
は
通
勤
・
通
学
や
市

立
病
院
の
利
用
、
買
い
物
、
中

央
図
書
館
な
ど
へ
の
交
通
手
段

と
し
て
大
変
便
利
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
身
近
な

足
と
し
て
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
交
通

対
策
係

（
プ
レ
ー
代
、
昼
食
代
な
ど
）

※
費
用
、
支
払
い
方
法
は
決
定

通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が

き
の
往
信
面
に
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
、
性
別
、
生
年
月
日
、

住
所
、
電
話
番
号
、
自
己
申
告

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
、
当
日
来

場
す
る
車
両
ナ
ン
バ
ー
を
記
入

の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
市
内
在
勤
の
方
は
、
事
業
所

名
、
所
在
地
、
電
話
番
号
も
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
人
１
通
の
み
有
効
で
す
。

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
無
い
よ
う
に
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

４
月　

日
必
着

２４

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

日
米

親
善
稲
城
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局（
体
育
課
内
）

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

 

Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ

ジ
ュ
ニ
ア

　

ジ
ュ
ニ
ア

ク
リ
ニ
ッ
ク

　

ク
リ
ニ
ッ
ク

登
録
者
募
集

稲
城
市

 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

バ
ン
ク

地
震
に
備
え
て

地
震
に
備
え
て

 

木
造
住
宅
の

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
を

耐
震
診
断
を

◆
お
詫
び
と
訂
正　

　

広
報
い
な
ぎ
３
月　

日
号
３

１５

面
、
「
４
月
か
ら
国
民
健
康
保

険
医
療
制
度
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
」
中
、
見
出
し
が
「　

歳
７０

〜　

歳
の
方
の
保
険
料
の
経
過

７４
措
置
」
と
あ
る
の
は
「　

歳
〜

７０

　

歳
の
方
の
自
己
負
担
割
合
」

７４の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
係

６周年を６周年を迎えました迎えました

　バス   バス
あい



２０・４・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（４）

　

家
賃
債
務
保
証
制
度
は
、

保
証
人
が
見
つ
か
ら
な
い
た

め
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居

が
困
難
な
高
齢
者
を
支
援
す

る
制
度
で
す
。

　

初
回
保
険
料
や
年
間
保
証

料
を
自
己
負
担
す
る
こ
と
で
、

入
居
か
ら
退
居
・
明
け
渡
し

ま
で
、
保
証
人
の
代
わ
り
に

民
間
保
証
会
社
の
金
銭
保
証

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
住
所
を
有

し
、
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る　

歳
以
上
の
方
で
、
次
の

６５
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方　

②

高
齢
者
の
み
世
帯
の
方

※
こ
の
他
に
も
申
請
資
格
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

①
市
と
協
定
を
結
ん

で
い
る
民
間
保
証
会
社
を
紹
介

②
利
用（
保
証
委
託
契
約
）の
際
、

初
回
に
支
払
う
保
証
料
の
一
部

を
市
が
助
成

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

▽
施
設
名（
所
在
地
）　

生
活
支

援
ハ
ウ
ス
ど
ん
ぐ
り
（
平
尾
２

の　

の　

）

４９

２０

▽
対
象　

住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
方
で
、
引
き
続
き
１
年
以
上

市
内
に
居
住
し
て
い
て
、
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方　

①
原

則　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

６０

で
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
、

自
宅
で
生
活
す
る
こ
と
に
不
安

が
あ
る
方　

②
常
時
医
療
を
必

要
と
し
な
い
方　

③
共
同
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
方　

④

家
族
の
援
助
を
受
け
ら
れ
な
い

方▽
申
請
期
限　

４
月　

日（
水
）

３０

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。

▽
申
請
方
法　

申
請
書
〔
高
齢

福
祉
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
市
内
２
カ
所
）、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
内
２
カ

所
）
で
配
布
〕
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
ま

た
は
各
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に

よ
る
代
行
申
請
の
い
ず
れ
か
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
の
入
所
者
選
定
会
議
に
諮

り
入
所
者
を
決
定
し
た
後
で
連

絡
し
ま
す
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

４
月
か
ら　

歳
以
上
の
方
を

７５

対
象
と
す
る
新
た
な
医
療
保
険

制
度
で
あ
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
制
度

の
運
営
主
体
は
東
京
都
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
と
な
り
、

市
で
は
保
険
料
の
徴
収
や
窓
口

で
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
新
し
い

保
険
証
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の

で
、医
療
機
関
に
か
か
る
時
は
、

こ
れ
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
が
届
い
て
い
な

い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
保
険
料
の
納
付
方
法　

４
月

の
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別

徴
収
）

※　

年
度
所
得
に
基
づ
く
算
出

１８
に
よ
り
仮
徴
収
と
し
て
行
い
、

　

月
か
ら
は　

年
度
所
得
に
基

１０

１９

づ
き
天
引
き
し
ま
す
。

※
年
間
の
年
金
受
給
額
が　

万
１８

円
未
満
の
方
、
介
護
保
険
料
と

の
合
算
額
が
年
金
額
の
２
分
の

１
を
超
え
る
方
、
国
民
健
康
保

険
か
ら
移
行
す
る
以
外
の
方（
社

会
保
険
な
ど
か
ら
の
移
行
）
は

７
月
か
ら
納
付
書
で
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▽
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
事
業　

①
葬
祭
費
の
支
給
＝

被
保
険
者（
加
入
者
）が
死
亡
し

て
そ
の
葬
祭
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
葬
祭
を
行
っ
た
方
に
５
万

円
を
支
給
し
ま
す
（
必
要
書
類

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
）
。　

②
健
診
事
業
＝
従
来

行
っ
て
き
た
基
本
健
康
診
査
と

同
様
（
詳
し
く
は
、
今
後
の
広

報
い
な
ぎ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

後
期
高
齢
者
医
療
係

▽
対
象　

精
神
自
立
支
援
医
療

受
給
者
及
び
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
所
持
者
で
有
効
期
限

が
７
月　

日
以
降
の
方

３０

▽
通
知
方
法　

有
効
期
限
満
了

の
３
カ
月
前
頃
郵
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
方
に
は
、
更
新

に
必
要
な
書
類
を
郵
送
し
ま
す

が
、
申
請
者
に
よ
り
必
要
な
書

類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係

　

老
人
性
白
内
障
の
手
術
を
行

っ
た
方
で
、
視
力
の
回
復
が
可

能
な
方
の
う
ち
、
身
体
上
の
理

由
に
よ
り
眼
内
レ
ン
ズ
を
挿
入

で
き
ず
特
殊
眼
鏡
ま
た
は
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
必
要
と
す
る

次
の
方
に
、
購
入
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
市
内
に
住
所
を
有

す
る　

歳
以
上
の
方　

②
本
人

６５

の
所
得
が
左
表
の
基
準
額
以
下

の
方　

③
生
活
保
護
を
受
け
て

い
な
い
方

所得基準額表

基準額扶養
家族

２,５７２,０００円０人

３,０５２,０００円１人

３,４３２,０００円２人

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
難
病
な
ど
（
別
に

定
め
る
疾
患
に
限
る
）
に 
罹  
患 

り 

か
ん

し
て
い
る
方　

②
介
護
保
険
法
・

老
人
福
祉
法
・
障
害
者
自
立
支

援
法
な
ど
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
ら
な
い
方

③
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
に
支

障
が
あ
り
、
介
護
・
家
事
援
助

な
ど
を
必
要
と
す
る
方

※
訪
問
調
査
を
行
い
ま
す
。

▽
内
容　

入
浴
・ 
排  
泄 
・
食
事

は
い 
せ
つ

の
介
護
、
調
理
・
掃
除
な
ど
の

家
事
援
助
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係

　

４
月
期
分
（　

年　

月
〜
３

１９

１２

月
分
）
手
当
を
振
り
込
み
ま
し

た
。

　

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
で

施
設
入
所
な
ど
に
よ
り
受
給
要

件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合

は
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
は

手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係

す
る
世
帯　

①
市
内
に
住
所
を

有
す
る
母
子
・
父
子
世
帯　

②

　

年
度
、
小
・
中
学
校
に
入
学

２０す
る
児
童
ま
た
は
生
徒
が
い
る

世
帯　

③　

歳
以
上
の
子
供
が

２０

い
な
い
世
帯　

④　

年
度
の
市

１９

民
税
が
非
課
税
の
世
帯

※
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
。

▽
援
助
額　

小
学
校
＝
３
万
９

千　

円
、
中
学
校
＝
４
万
６
千

５００

　

円
１００▽

申
請
方
法　

申
請
書
（
生
活

福
祉
課
で
配
布
）
に
入
学
証
明

書
（
市
立
小
・
中
学
校
の
場
合

は
不
要
）
と　

年
度
の
市
民
税

１９

非
課
税
証
明
書
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限　

５
月　

日
１２

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

生
活

福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
ま
た

は
生
徒
が
小
・
中
学
校
へ
入
学

す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
の
一

部
を
援
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

歳歳
以以
上上
のの
方方
へへ

6655
 

家
賃
債
務

家
賃
債
務

保
証
制
度

保
証
制
度

歳歳
以以
上上
のの
方方
へへ

6600
 

入
居
者
募
集

入
居
者
募
集

生
活
支
援
ハ
ウ
ス

生
活
支
援
ハ
ウ
ス 

ど
ん
ぐ
り

ど
ん
ぐ
り

７５歳以上の方は
全員対象

後期高齢者
医療制度

助
成
し
ま
す

助
成
し
ま
す

 

老
人
性
白
内
障

老
人
性
白
内
障

手
術
に
伴
う

　

手
術
に
伴
う

特
殊
眼
鏡
な
ど

特
殊
眼
鏡
な
ど

ひ
と
り
親
家
庭

ひ
と
り
親
家
庭

 

入
学
費
用
の
一
部
を

入
学
費
用
の
一
部
を

援
助
し
ま
す

援
助
し
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

 

難
病
難
病
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
眼

内
レ
ン
ズ
を
挿
入
で
き
な
い
理

由
が
書
か
れ
た
医
療
機
関
の
証

明
書　

②
特
殊
眼
鏡
な
ど
の
領

収
書

※
手
術
し
た
日
か
ら
１
年
以
内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
･
問
い
合
わ
せ　

高
齢

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

２０２０年年度から通知します度から通知します

●自立支援医療費制度
（精神通院医療費制度）
●精神障害者保健福祉手帳

有効期限満了通知

国民健康保険

人人間間ドドッックク、、脳脳ドドッックク、、
ががんん検検診診診診査査料料のの助助成成

　健康の維持増進のためには若い時からの
自己管理が大切です。市国民健康保険では、
加入者が医療機関などで自主的に脳ドック、
がん検診を受診した場合、その診査にかか
った費用の一部を助成しています。
　４月からは、人間ドックの診査費用の一
部も助成します。これは、これまで期間限
定で行っていたミニ人間ドックを、より皆
さんの利用しやすい方法に変更したもので
す。ご自身で受診機関やその内容を自由に
選択し、活用してください。

▽助成対象となる診査　人間ドック、脳ド
ック、がん検診（大腸がん、胃がん、乳が
ん、子宮がん、前立腺がん）
※保険が適用される診査を除く。

▽対象　市国民健康保険に加入し、国民健
康保険税を完納している方
※人間ドック、がん検診は受診日現在４０歳
未満の方

▽助成額　負担した診査料の２分の１に相
当する額（上限２万円）

▽助成回数　人間ドック、脳ドック、がん
検診（５種類のうちの１種類のみ）、それぞ
れ年度内に１回ずつ

▽申請方法　保険証、受診した診査名が記
載されている領収書、印鑑、振り込み先が
分かるもの（通帳など）を保険年金課、平尾・
若葉台出張所に持参のうえ申請してくださ
い。

▽申請期限　２１年３月３１日

▽問い合わせ　保険年金課国民健康保険係

高齢者の高齢者の
安全・安全・安心のために安心のために

▽▽申請・問い合わせ 高齢福祉課高齢福祉係申請・問い合わせ　高齢福祉課高齢福祉係

助助成します成します

家家具具転転倒倒防防止止器器具具とと取取りり付付けけ費費用用
　地震などの災害時に、家具転倒による事故を
防止するため、家具転倒防止器具と取り付け費
用を助成します。

▽対象　次のすべてに該当する方　①市内在住
の６５歳以上のひとり暮らし、または高齢者のみ
世帯の方　②家具転倒防止器具を自身で取り付
けることが困難な方　③１９年度の市民税が非課
税の方
※福祉施設関係を除く。

▽内容　家具転倒防止器具（３組まで）と取り付
け費用
※借家などの場合は、所有者の承諾が必要です。

▽申請方法　高齢福祉課にある用紙で申請して
ください。

高高齢齢者者 火火災災安安全全シシスステテムム
　火災発生の緊急事態に備えて、住宅用火災警
報器（室内の火災を熱または煙で感知し、屋内
外に警報音で知らせる機器）を給付します。
※既に緊急通報システムが設置されている世帯
は、住宅用火災警報器と連動させます。

▽対象　次のすべてに該当する方　①市内在住
の６５歳以上の方　②日常生活を営むうえで注意
を要する状態にあり、居住環境から防火などの
配慮が必要な方　③在宅で、寝たきり、ひとり
暮らし、高齢者のみ世帯のいずれかに該当する
方

▽費用　利用者の所得に応じて一定額を負担

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

 

民
営
バ
ス
の

民
営
バ
ス
の

運
賃
が
半
額
に

運
賃
が
半
額
に

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手

帳（
療
育
手
帳
）を
お
持
ち
の
方

は
、
�
バ
ス
、
民
営
バ
ス
（
京

王
バ
ス
、
小
田
急
バ
ス
な
ど
）

を
利
用
す
る
際
に
乗
務
員
に
手

帳
を
提
示
す
る
こ
と
で
運
賃
が

半
額
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
都
発
行
の
写
真

付
き
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
で
も
運
賃
が
半
額
に
な
り

ま
す
。
写
真
が
付
い
て
い
な
い

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

お
持
ち
の
場
合
は
、
写
真
付
き

の
手
帳
に
変
更
で
き
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係

 　
 あい

振振
りり
込込
みみ
まま
しし
たた

心心
身身
障障
害害
者者

福福
祉祉
手手
当当



２０・４・１５（５）　代表電話は３７８－２１１１

まちの話題を集める

地域や学校の話題をお寄せください。　秘書広報課広報広聴係

▽
コ
ー
ス
･
期
日
な
ど　

右
下

表
の
と
お
り

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
方

１８

※
デ
ジ
カ
メ
講
座
は
文
字
入
力

の
で
き
る
方

▽
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
１５

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
市
民

活
動
に
ふ
れ
あ
う
展
示

▽
主
催　

稲
城
手
づ
く
り
市
民

ま
つ
り
２
０
０
８
実
行
委
員
会

▽
後
援　

稲
城
市
、　

い
な
ぎ

（財）

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ル
ネ
ス
財
団
、

稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
手
づ
く

り
市
民
ま
つ
り
２
０
０
８
実
行

委
員
会（
角
田
）　

1　

・
３
１

０９０

４
３
・
０
９
４
３

　

市
内
の
野
山
に
咲
く
野
草
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。
愛
ら
し
い

野
草
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

４
月　

日（
木
）〜　

２４

２６

日（
土
）

グ
リ
ー
ン�

ウ
ェ
ル
ネ
ス�

　
　
　
財
団�

　岩越さんは、１９年１２月まで稲城市立
病院で看護師として勤務していました。
３月からは青年海外協力隊員として、
オセアニアのパプアニューギニアで感
染症対策員として活動しています。パ
プアニューギニアでは依然としてマラ
リアなどの感染症による死亡率（特に
子供と高齢者）が高く、その感染症対
策は国家レベルの最重要課題となって
います。そのため、蚊   帳

か

   の普及やその
や

使用方法、またマラリアにかからない
方法などを住民に直接指導していきま
す。
　岩越さんは、２０歳のころから発展途
上国などで困っている方たちのために、
一度は現地で活動してみたいという夢
を持っていました。日頃からボランテ

パパパパパパパパパパパパパパパプププププププププププププププアアアアアアアアアアアアアアアニニニニニニニニニニニニニニニュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーギギギギギギギギギギギギギギギニニニニニニニニニニニニニニニアアアアアアアアアアアアアアアででででででででででででででで

感感感感感感感感感感感感感感感染染染染染染染染染染染染染染染症症症症症症症症症症症症症症症対対対対対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策策策策策活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動

岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩越越越越越越越越越越越越越越越 和和和和和和和和和和和和和和和彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦さささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんん 受
講
者
募
集

 
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

野
草
の
展
示
と
野
草
写
真
展

開
催
し
ま
す
！

 
稲
城
手
づ
く
り
市
民
ま
つ
り

２
０
０
８ 

パソコン講習会

受講料時　間期　日コース

３,０００円
９時３０分　
～１２時３０分

５月１３日（火）・
１４日（水）

（１）初めてのパソ
コン　全２回

５,０００円
９時４５分　
～１２時４５分

５月１７日（土）・
１８日（日）・２４日
（土）・２５日（日）

（２）デジカメ講座
　全４回

※テキスト代が別途かかります。

○
我
が
家
の
生
命
保
険
は
こ
れ

で
大
丈
夫
？

○
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
落

と
し
穴
は
な
い
の
？

○
生
命
保
険
の
見
直
し
っ
て
必

要
な
の
？

　

生
命
保
険
の
仕
組
み
を
学
習

し
、
こ
れ
ら
の
疑
問
を
解
決
し

ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

４
月　

日（
木
）

２４

▽
時
間　
　

時
〜
正
午

１０

▽
会
場　

稲
城
市
消
費
者
ル
ー

ム▽
講
師　
 
可  
香 　

正
子
氏
（
消

か 

が

費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

２０

▽
費
用　

無
料

▽
主
催　

消
費
者
団
体
「
ふ
た

こ
ぶ
ら
く
だ
」

▽
申
し
込
み
方
法　

消
費
者
ル

ー
ム
に
電
話
（
1　

・
７
５
１

３７０

０
、　

時
〜
５
時
）
で
申
し
込

１０

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
消
費

生
活
係

　
　

年
度
前
期（
４
月
〜
９
月
）

２０
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。
対

象
の
方
に
は
、
お
知
ら
せ
を
郵

送
し
ま
す
。

　

保
護
者
の
方
は
お
知
ら
せ
と

小
冊
子
「
予
防
接
種
と
子
ど
も

の
健
康
」
を
よ
く
読
み
、
必
ず

母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
を
持

参
し
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

集
団
接
種

 
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▽
法
定
接
種
年
齢　

生
後
６
カ

月
未
満
の
方

▽
通
知　

生
後
３
カ
月
に
な
る

月
の
上
旬

▽
期
日　

４
月　

日（
木
）・
６

１７

月　

日（
金
）・
８
月　

日（
木
）

２７

２８

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

 
ポ
リ
オ（
１
・
２
回
目
）

▽
法
定
接
種
年
齢　

生
後
３
カ

月
以
上
７
歳
６
カ
月
未
満
の
方

▽
通
知　

１
回
目
＝
４
月
中
旬

（　

年
７
月
〜　

年
１
月
生
ま

１９

２０

れ
の
方
）
、
２
回
目
＝
４
月
中

旬
（　

年
２
月
〜　

年
６
月
生

１９

１９

ま
れ
の
方
）

▽
期
日
・
会
場　

５
月　

日
１５

（
木
）・
城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
、

　

日（
金
）・
第
四
文
化
セ
ン
タ

１６ー
、　

日（
月
）・
第
三
文
化
セ

１９

ン
タ
ー
、　

日（
月
）・
保
健
セ

２６

ン
タ
ー
、　

日（
木
）・
第
二
文

２９

化
セ
ン
タ
ー
、６
月
２
日（
月
）・

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー
、
３
日

（
火
）・
保
健
セ
ン
タ
ー

個
別
接
種

 
三
種
混
合（
１
〜
３
回
目
）

▽
法
定
接
種
年
齢　

生
後
３
カ

月
以
上
７
歳
６
カ
月
未
満
の
方

▽
通
知　

生
後
３
カ
月
に
な
る

月
の
上
旬

▽
会
場　

指
定
医
療
機
関
（
通

年
）

 
三
種
混
合（
追
加
）

▽
法
定
接
種
年
齢　

生
後
３
カ

月
以
上
７
歳
６
カ
月
未
満
の
方

▽
通
知　

１
歳
６
カ
月
に
な
る

月
の
中
旬

麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）、

麻
し
ん
・
風
し
ん（
第
１
〜
第
４
期
）

▽
法
定
接
種
年
齢　

第
１
期
＝

生
後　

カ
月
以
上　

カ
月
未
満

１２

２４

の
方
、
第
２
期
＝
保
育
園
・
幼

稚
園
の
年
長
相
当
、
第
３
期
＝

中
学
１
年
生
相
当
、
第
４
期
＝

高
校
３
年
生
相
当

※
第
２
〜
第
４
期
の
公
費
に
よ

る
接
種
は
、　

年
３
月　

日
ま

２１

３１

で
。

▽
通
知　

第
１
期
＝
生
後　

カ
１１

月
に
な
る
月
の
月
末
、
第
２
期

＝
４
月
中
旬
通
知
（　

年
４
月

１４

２
日
〜　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

１５

の
方
）
、
第
３
期
＝
４
月
中
旬

通
知
（
７
年
４
月
２
日
〜
８
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）
、
第

４
期
＝
４
月
中
旬
通
知
（
２
年

４
月
２
日
〜
３
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方
）

▽
会
場　

指
定
医
療
機
関
（
通

年
）

 
日
本
脳
炎（
１
・
２
回
目
、追
加
）

▽
法
定
接
種
年
齢　

生
後
６
カ

月
以
上
７
歳
６
カ
月
未
満
の
方

 
日
本
脳
炎（
第
２
期
）

▽
法
定
接
種
年
齢　

９
歳
以
上

　

歳
未
満
の
方

１３※
日
本
脳
炎
は
、
現
在
積
極
的

勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
ま
す
。

特
に
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

医
療
機
関
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ

ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

 
二
種
混
合（
第
２
期
）

▽
法
定
接
種
年
齢　
　

歳
以
上

１１

　

歳
未
満
の
方

１３▽
通
知　
　

歳
の
誕
生
月
の
月

１１

末

　

竹
林
に
入
っ
て
自
分
の
手
で

タ
ケ
ノ
コ
を
掘
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

▽
期
日　

４
月　

日（
日
）

２７

▽
集
合
時
間
・
会
場　

１
時
・

 
上  
谷  
戸 
緑
地
体
験
学
習
館

か
さ 

や 

と

※
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は　

時
か
ら
柏
餅
づ
く

１０

り
を
行
い
ま
す
。

▽
費
用　
　

円
３００

▽
定
員　
　

組（
抽
選
）

５０

体
験
し
ま
せ
ん
か

 
タ
ケ
ノ
コ
掘
り

ィア活動に大変興味があり、国内では
阪神淡路大震災や新潟県中越沖地震の
際に、被災者の役に立ちたいと現地で
救援復旧作業を行っていました。そし
て看護師の資格がある今、電車内で青
年海外協力隊の広告を見て再びその夢
を実現したい気持ちにかられたそうで
す。その後、ご家族の協力もあり、み
ごと青年海外協力隊員に合格し、６年
間勤務した市立病院を退職してパプア
ニューギニアに出発しました。
　活動期間は２年間。「パプアニュー
ギニアの住民とふれあって、その街の
なかに入りこんだ活動をし、マラリア
などの感染症にかかる方を一人でも減
らすことができれば」と話してくれま
した。

さ
い
。

▽
応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に

希
望
コ
ー
ス（
複
数
可
）・
住
所
・

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
子
さ
ん
連
れ
で
の
受
講
は
、

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
各
文
化
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

　

実
行
委
員
会
が
企
画
・
実
施

す
る
「
稲
城
手
づ
く
り
市
民
ま

つ
り
２
０
０
８
」を
行
い
ま
す
。

▽
期
日　

５
月
４
日（
祝
）・
５

日（
祝
）

▽
時
間　
　

時
〜
午
後
６
時

１０

▽
会
場　

城
山
公
園

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
内
容　

①
リ
サ
イ
ク
ル
と
分

か
ち
合
い
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト　

②
多
芸
多
彩
の
ま
つ
り
の

演
出　

③
心
の
こ
も
っ
た
手
づ

く
り
飲
食
売
店　

④
エ
ン
ジ
ョ

イ
ス
ポ
ー
ツ　

⑤
新
鮮
で
安
全

な
稲
城
産
野
菜
販
売
コ
ー
ナ
ー

稲
城
市
消
費
者
ル
ー
ム

運
営
協
議
会
講
師
派
遣
事
業

消
費
者
講
座

ホ
ン
ト
に

お
得
で
安
心
？

テテ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の

レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の

各
種
生
命
保
険
を
理
解
し
て

各
種
生
命
保
険
を
理
解
し
て

加
入
し
て
い
ま
す
か
？

加
入
し
て
い
ま
す
か
？

h
om
ep
ag
e3.n
ifty
.com
/in
a

g
i

‐sc/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

４
月　

日
必
着

２２

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン

講
習
会
係　

〒　

・　
　

稲
城

２０６

０８０２

市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１

▽
時
間　
　

時
〜
４
時

１０

▽
会
場　

総
合
体
育
館

▽
協
力　

大
丸
野
草
の
会

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日
必
着

１８

▽
主
催　

坂
浜
自
治
会

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

上
谷
戸
緑
地
体
験
学
習
館
（
〒

　

・　
　

稲
城
市
若
葉
台
１
の

２０６

０８２４

　

の
２
）　

1　

・
７
１
１
２

２８

３３１

年
度
前
期
予
防
接
種

　

年
度
前
期
予
防
接
種

２０２０

▽
期
間　

５
月
１
日（
木
）〜
５

日（
祝
）

▽
時
間　
　

時
〜
４
時

１０

▽
会
場　

上
谷
戸
緑
地
体
験
学

習
館

▽
内
容　

五
月
人
形
の
展
示

※
４
月　

日（
日
）か
ら
上
谷
戸

２７

親
水
公
園
で
こ
い
の
ぼ
り
が
泳

ぎ
ま
す
。

▽
主
催　

坂
浜
自
治
会

▽
問
い
合
わ
せ　

上
谷
戸
緑
地

体
験
学
習
館　

1　

・
７
１
１

３３１

２ 歴
史
散
歩　

本
年
第
二
弾

 
男
の
児
の
祭
典

第
二
回　

端
午
の
節
句
展 

　

シ
ッ
ク
で
お
し
ゃ
れ
な
ネ
ッ

ク
レ
ス
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

５
月　

日（
金
）

１６

▽
時
間　
　

時　

分
〜　

時　

１０

３０

１２

３０

分▽
内
容　

ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
や

だ
よ
り�

商  

工  

会�

あ
い 
ｉ 
シ
ョ
ッ
プ

あ
い

 

ビ
ー
ズ
講
習
会

チ
ェ
コ
ビ
ー
ズ
で
夏
向
き
の
ネ

ッ
ク
レ
ス
を
作
り
ま
す
（
ピ
ン

ク
か
ブ
ル
ー
ど
ち
ら
か
を
選
択
）。

▽
会
場　

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ

（
大
丸　

の
５
。
ペ
ア
リ
ー
ロ

１１８

ー
ド
稲
城
商
店
街
・
東
長
沼
交

差
点
南
側
）

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

１２

▽
費
用　

１
千　

円
（
材
料
代

８００

込
み
）

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ　

1　

・
６

３７７

５
４
６

▲ビーズで作ったネッ
クレス

シルバー
人材
センター
応募・問い合わせ
1 ３７７・２２１２

▲「息子を現地に呼び、実際に活
動している父親の姿をみせたい」
と岩越さん。

▽
問
い
合
わ
せ 

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

1　

・

３
４
２
１　

３７８



２０・４・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（６）

みんなの健康の２０年度前期予防接種のご案内は５面に掲載しています。広報いなぎは再生紙を使用しています。�

　
　

年
度
か
ら
、
受
診
す
る
際

２０
に
一
部
負
担
金（
受
診
料
）が
必

要
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
検
診

日
現
在　

歳
以
上
の
方

３５

※
原
則
１
年
に
１
回
の
受
診

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
、
妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
期
日
・
時
間
・
会
場　

①
５

月　

日（
月
）・
９
時
〜
正
午
・

１９
城
山
文
化
セ
ン
タ
ー　

②
５
月

　

日（
日
）・
８
時
〜
正
午
・
保

２５健
セ
ン
タ
ー

▽
検
査
方
法　

胃
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査

▽
受
診
料　

１
千　

円　
３３０

※
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
受
診
料

　

子
宮
が
ん
検
診
の
定
員
数
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
従
来
の

偶
数
年
生
ま
れ
、
奇
数
年
生
ま

れ
の
対
象
条
件
を
見
直
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り　

年
度
未
受

１９

診
の
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
自
由
な
時
間

に
、
ど
ん
な
服
装
で
も
で
き
る

運
動
で
す
。
正
し
い
歩
き
方
や

強
弱
の
つ
け
方
な
ど
、
楽
し
く

分
か
り
や
す
く
理
論
と
実
践
を

学
び
ま
す
。

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
くらしの書類作成相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火４／１５

１歳６カ月児健康診査（１８年９月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター
高齢者・障害者の権利擁護相談 １時３０分～４時３０分（予約随時） 福祉センター

水１６

法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
税務相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木１７

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金１８

土１９

＋休日急病診療所　高クリニック（平尾）９時～５時　1３３１－８２０１日○２０ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月２１

３カ月～４カ月児健康診査（１９年１２月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火２２

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所

水２３

３歳児健康診査（１７年３月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木２４

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金２５

休日窓口　８時３０分～正午・１時～５時　市民課、保険年金課、課税課、納税課
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心の専門相談 １時～４時（予約随時） 福祉センター

土２６

＋休日急病診療所　矢野口クリニック（矢野口）９時～５時　1３７９－０９３９
＋休日薬局　　　　オーベル薬局矢野口店（矢野口）９時～５時　1３７９－０９２５

日○２７ 

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月２８

＋休日急病診療所　もりこどもクリニック（若葉台）９時～５時　1３５０－６９７７火○２９ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係水３０

法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
労働相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課商工係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木５／１

※経済課消費生活係・商工係の相談で（予約必要）のものは、前日の午前８時３０分
から午後５時まで予約を受け付けます（先着順）。1３７８－２２８６
※消費者相談は電話（1３７８－３７３８）でも相談できます。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ    
稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

1　

・

３
４
２
１　

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

胸
痛
い
わ
ゆ
る
胸
の
痛
み

を
感
じ
ら
れ
た
時
、
や
は
り

狭
心
症
や
急
性
心
筋 
梗  
塞 
の

こ
う 
そ
く

こ
と
を
心
配
さ
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

狭
心
症
と
は
、
文
字
ど
お

り
心
臓
の
血
管
・
冠
動
脈
が

動
脈
硬
化
に
よ
り
狭
く
な
り
、

心
臓
自
体
が
酸
素
不
足
に
陥

る
た
め
に
生
じ
ま
す
。通
常
、

安
静
に
す
れ
ば
症
状
は
消
え

ま
す
（
な
か
に
は
安
静
時
に

し
か
起
き
な
い
タ
イ
プ
も
あ

り
注
意
が
必
要
で
す
）
。
急

性
心
筋
梗
塞
は
血
栓
に
よ
り

冠
動
脈
が
突
然
完
全
に
ふ
さ

が
る
た
め
、
安
静
に
し
て
も

症
状
は　

分
以
上
持
続
し
、

３０

心
臓
の
筋
肉
が 
瀕  
死 
の
状
態

ひ
ん 

し

に
な
る
病
気
で
す
。

　

こ
の
胸
痛
は
狭
心
痛
と
呼

ば
れ
、
み
ぞ
お
ち
の
あ
た
り

に
重
し
が
乗
っ
た
よ
う
な
鈍

い
圧
迫
感
が
あ
り
、
左
肩
や

両 
顎 
ま
で
ひ
び
く
こ
と
も
あ

あ
ご

り
ま
す
。
糖
尿
病
が
あ
る
方

は
、
単
に
息
切
れ
と
し
か
感

じ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
胸
痛
と
自
覚
さ
れ

る
病
気
は
意
外
に
多
く
、
胃

十
二
指
腸 
潰  
瘍 
、
食
道
の
疾

か
い 
よ
う

患
、
胸
膜
炎
、 
脊  
椎 
・ 
肋  
間 

せ
き 
つ
い 

ろ
っ 
か
ん

神
経
の
疾
患
、
胸
部
の
悪
性

疾
患
、
急
性
大
動
脈
解
離
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
の
で
、

き
ち
ん
と
診
断
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
問
診
と
い

く
つ
か
の
検
査
で
概
ね
狭
心

痛
を
診
断
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

胸
痛
の
あ
る
方
は
ま
ず
は

次
の
こ
と
を
記
録
に
残
し
、

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

①
胸
痛
は
発
作
性
か
、
そ
う

で
あ
れ
ば
、
②
い
つ
、
③
何

を
し
て
い
る
時
に
、
④
ど
ん

な
痛
み
が
、
⑤
ど
の
く
ら
い

続
い
た
か
。
こ
う
し
た
情
報

は
狭
心
痛
を
区
別
す
る
た
め

に
と
て
も
重
要
で
す
。
た
だ

し
、
突
然
強
い
圧
迫
感
を
伴

っ
て
出
現
し　

分
以
上
持
続

３０

す
る
胸
痛
の
場
合
に
は
急
性

心
筋
梗
塞
を
疑
い
、
至
急
救

急
外
来
を
受
診
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
　

時
間
働
き
続
け
て
く
れ

２４
て
い
る
心
臓
か
ら
の
シ
グ
ナ

ル
に
ち
ょ
っ
と
注
意
を
払
っ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

稲
城
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　

白
木　

裕
人
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狭 心 痛

　

乳
が
ん
検
診
の
定
員
数
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
従
来
の
偶

数
年
生
ま
れ
、
奇
数
年
生
ま
れ

の
対
象
条
件
を
見
直
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り　

年
度
未
受
診
の

１９

方
は
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
受
診
す
る
際
に
一
部
負

担
金（
受
診
料
）が
必
要
で
す
。

　

４
月
か
ら
、
妊
婦
健
康
診
査

の
公
費
負
担
回
数
が
２
回
か
ら

５
回
に
増
え
ま
し
た
。
母
体
や

胎
児
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、

定
期
的
に
健
診
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
受
診
票
は
妊
娠
届
け
出

時
に
配
布
す
る
母
と
子
の
保
健

バ
ッ
グ
に
封
入
し
て
い
ま
す
。

※
４
月
１
日
以
前
に
妊
娠
届
け

出
を
し
た
方
に
は
受
診
票
を
追

加
交
付
し
ま
す
。
未
使
用
の
受

診
票
と
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

の
う
え
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
定
員　

各　

人
５０

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を

参
照
の
う
え
、
は
が
き
、封
書
、

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s:

//w
w
w
.e

‐tok
y
o.lg
.jp
/

）、

直
接
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
「
希
望
す
る
期
日
」
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日
必
着

２２

※
抽
選
結
果
は
期
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

▽
期
日　

５
月　

日（
金
）、
６

３０

月　

日（
木
）、
７
月　

日（
木
）

２６

３１

▽
時
間　

１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分▽
会
場　

総
合
体
育
館

▽
対
象　
　

歳
〜　

歳
で
、
３

２０

６４

日
間
参
加
で
き
る
方

▽
講
師　

倉
方　

て
る
美
氏

（
健
康
運
動
指
導
士
）

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

３０

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
後
日
、

受
講
案
内
書
を
郵
送
し
ま
す
）。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
受
診
日

現
在　

歳
以
上
の
女
性
で
、　

４０

１９

年
度
未
受
診
の
方

▽
実
施
会
場
・
期
間（
期
日
）・

定
員　

①
市
立
病
院
・
５
月
２

日（
金
）〜
７
月　

日（
木
）・　

３１

３１０

人　

②
保
健
セ
ン
タ
ー
（
検
診

車
）
・
６
月　

日（
土
）・　

人

２１

６０

▽
検
査
方
法　

視
・
触
診
検
査
、

乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
（
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
）
検
査

▽
受
診
料　

２
千　

円
３６０

※
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
受
診
料

を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を

参
照
の
う
え
、
は
が
き
、封
書
、

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s:

//w
w
w
.e

‐tok
y
o.lg
.jp
/

）、

直
接
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
「
希
望
す
る
会
場
名
」

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日
必
着

２２

※
４
月
末
日
ご
ろ
に
受
診
票
な

ど
を
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
受
診
す
る
際
に
一
部
負

担
金（
受
診
料
）が
必
要
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
受
診
日

現
在　

歳
以
上
の
女
性
で
、　

２０

１９

年
度
未
受
診
の
方

▽
期
間　

５
月
２
日（
金
）〜
７

月　

日（
木
）　

３１
▽
医
療
機
関　

①
市
立
病
院　

②
増
田
産
婦
人
科
医
院

▽
検
査
方
法　

子
宮 
頸  
部 
細
胞

け
い 

ぶ

検
査

▽
受
診
料　
 
頸  
部 
の
み
＝
２
千

け
い 

ぶ

　

円
、 
頸  
部 
＋
体
部
＝
５
千　

け
い 

ぶ

２２０

２５０

円※
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
受
診
料

を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
定
員　

各　

人
３１０

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を

参
照
の
う
え
、
は
が
き
、封
書
、

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s:

//w
w
w
.e

‐tok
y
o.lg
.jp
/

）、

直
接
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
「
希
望
す
る
医
療
機
関

名
」
ま
た
は
「
ど
ち
ら
の
医
療

機
関
で
も
可
」
の
い
ず
れ
か
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日
必
着

２２

※
４
月
末
日
ご
ろ
に
受
診
票
な

ど
を
郵
送
し
ま
す
。

▽
申
請
窓
口　

保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど

子
宮
が
ん
検
診
が
変
わ
り
ま
す

子
宮
が
ん
検
診
が
変
わ
り
ま
す　
!!!!

 

第
１
回

第
１
回

子
宮
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

〜〜
受
診
料

受
診
料
が
必
要

が
必
要
に
な
り
ま
す
〜

に
な
り
ま
す
〜

胃
が
ん
検
診
が
変
わ
り
ま
す

胃
が
ん
検
診
が
変
わ
り
ま
す　
!!!!

 

第第
１
回
１
回胃

が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

〜〜
受
診
料

受
診
料
が
必
要

が
必
要
に
な
り
ま
す
〜

に
な
り
ま
す
〜

は
じ
め
よ
う
！
メ
タ
ボ
予
防

は
じ
め
よ
う
！
メ
タ
ボ
予
防

 

健
康
づ
く
り

健
康
づ
く
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

乳
が
ん
検
診
が
変
わ
り
ま
す

乳
が
ん
検
診
が
変
わ
り
ま
す　
!!!!

 

第第
１
回
１
回乳

が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

〜〜
受
診
料

受
診
料
が
必
要

が
必
要
に
な
り
ま
す
〜

に
な
り
ま
す
〜

乳がん検診希望
１．希望する実施会

場名を必ず記入
してください

２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例

子宮がん検診希望

１．「希望する医療
機関名」または
「どちらの医療
機関でも可」の
いずれかを記入

２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例

胃がん検診希望

１．希望する期日・
会場を必ず記入
してください

２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例

妊
婦
健
康
診
査
を

妊
婦
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

受
け
ま
し
ょ
う


